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 3-3 整備前後の生態系ピラミッドの変化 

水域、湿性草地等の面積が拡大することにより、当該域

を生息地とする一次消費者の個体数が増え、一次消費者を

餌とする二次消費者が増え、二次消費者を餌とする高次消

費者（サシバ、キツネ）が餌場あるいは生息の場とするよ

うになる。このように、生態系ピラミッドの底辺が大きく

なる（水域、湿性草地等の面積が拡大する）ことで、当該

域の種数（生態系ピラミッドの高さ）が増し、豊かで多様

な生態系となることが期待できます。 

湿地環境の整備 ※ハンノキ、オギ、ヨシは希

少種ではなく、ハンノキは

ミドリシジミの、またオギ、

ヨシはホンドカヤネズミ等

の希少種の生存基盤という

ことで図中に記載していま

す。 


